
 
 
 

《 

サ
ン
プ
ル
問
題 

》 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国 

語 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

※ 

解
答
は
全
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。 

一 

次
の
文
の 

 

線
部
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。 

 
 

 ①  

庭
先 

に
花
が
咲
く
。 

 
② 
地
面
を 

平
ら
に
す
る
。 

  
  

③ 

塩
気 

が
多
い
食
品
。 

 

④ 

ケ
ー
キ
が 

好
物 

だ
。 

 

 

⑤ 

例 

え
ば
の
話
。    

⑥  

年
月
を 
経 
る
。 

 

⑦  

偉
大 

な
人
物
。 

  
 

⑧ 

仰
天 

ニ
ュ
ー
ス
。 

 
 

 

二 

次
の
文
の 

 

線
部
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。 

 

①  

に
か
い 

建
て
の
家
。 

 

② 

や
っ
き
ょ
く 

で
働
く
。 

  
③ 

光
を 

ち
ょ
う
せ
つ 

す
る
。 

   

④ 

き
ね
ん 

写
真
を
と
る
。 

 

 
 

 

⑤  

は
ん
が
く 

で
買
う
。 

 

⑥  

鏡
に
自
分
を 

う
つ 

す
。  

⑦ 

日
が 

か
げ 
る
。 

⑧ 

お
ん
き
ょ
う 

が
い
い
部
屋
。 

 
  

 

 

三 

①
か
ら
④
は
対
義
語
、
⑤
か
ら
⑧
は
類
義
語
を 

 
 

か
ら
選
び
，
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
あ
て
は
ま
ら
な
い
語
句
も
あ
り
ま
す
。 

（
対
義
語
） 

① 

主
観 

  
  

② 

減
少  

 
  

③ 

勝
利 

 
 

④ 

一
般 

 
 

 

（
類
義
語
） 

⑤ 

安
全 

  
  

⑥ 

練
習 

   
  

⑦ 

関
心 

   

⑧ 

承
知 

 
 

 
 

  
 

      

ア 

興
味 

 
 

 

イ 

敗
北 

 
 

 

ウ 

収
縮 

 
 

 

エ 

訓
練 

 
 

 

オ 

客
観 

 

 
 

      

カ 

問
題 

 
 

 

キ 

特
殊 

 
 

 

ク 

増
加 

 
 

 

ケ 

安
心 

 
 

 

コ 

同
意 

  

四 

次
の
（ 

 

）
に 

 
 

か
ら
漢
字
一
文
字
を
選
び
，
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
解
答
欄
に
は
一
文
字
だ
け
書
く
こ
と
。 

（
あ
て
は
ま
ら
な
い
文
字
も
あ
り
ま
す
。
） 

①  

東
奔
（ 

）
走
：
意
味
〔
仕
事
や
目
的
の
た
め
に
，
あ
ち
こ
ち
忙
し
く
か
け
回
る
こ
と
〕 

 ②  

（ 

）
日
坊
主
：
意
味
〔
あ
き
っ
ぽ
く
て
何
を
や
っ
て
も
長
続
き
し
な
い
人
〕 

 

③  

（ 

）
差
万
別
：
意
味
〔
種
類
が
多
く
，
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
〕 

 

④  

波
瀾
（ 

）
丈
：
意
味
〔
物
事
の
進
み
方
な
ど
が
，
激
し
い
変
化
に
と
ん
で
い
る
こ
と
〕 

 

⑤  

完
全
（ 

）
欠
：
意
味
〔
欠
点
が
ま
っ
た
く
な
い
状
態
〕 

 

⑥  

首
（ 

）
一
貫
：
意
味
〔
最
初
か
ら
最
後
ま
で
同
じ
方
針
を
貫
く
〕 

 

 
 

 

無 
 

 
 

南 
 

 
 

 

西 
 

 
 

 

三 
 

 
  

百 
 

 
  

千 
 

 
 

 

尾 
 

 
 

 

万 

 
 

 

受験番号 

令和7年6月更新



 
 
 

《 

サ
ン
プ
ル
問
題 

》 
 

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国 

語 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
  

五 

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。 

  
 

                 

 

問
一
．
ａ
〜
ｃ
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

 

問
二
．
傍
線
部
➀
と
は
，
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
三
．
空
欄
Ａ
に
入
る
語
句
を
次
か
ら
選
び
，
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

ア 

自
立 

 
 

イ 

確
定 

 
 

ウ 

支
配 

 
 

エ 

完
成 

 
 

オ 

従
属 

 

問
四
．
傍
線
部
②
の
よ
う
に
筆
者
が
述
べ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
五
．
傍
線
部
③
の
内
容
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
，
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

ア 

近
代
言
語
学
で
は
，
た
っ
た
一
人
だ
け
の
言
語
が
存
続
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

言
語
を
話
す
人
間
が
い
な
く
て
も
，
言
語
学
の
研
究
は
で
き
る
こ
と
。 

 
 

ウ 

言
語
に
は
，
複
数
の
話
し
手
か
ら
な
る
共
同
体
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

エ 

言
語
の
共
同
体
が
な
け
れ
ば
，
言
語
の
研
究
さ
え
で
き
な
い
こ
と
。 

 

問
六
．
本
文
の
内
容
と
一
致
す
る
も
の
を
次
か
ら
選
び
，
記
号
で
答
え
な
さ
い
。  

 
 

ア 

方
言
的
な
関
係
に
あ
る
言
語
は
，
「
自
然
の
存
在
」
と
は
い
え
な
い
。 

 
 

イ 

粘
土
板
に
焼
き
つ
け
ら
れ
た
文
字
は
，
三
千
年
前
に
消
え
去
っ
た
。 

 
 

ウ 

近
代
言
語
学
は
，
言
語
の
共
同
体
に
つ
い
て
の
研
究
を
深
め
た
。 

 
 

エ 

言
語
は
，
そ
れ
を
用
い
る
人
間
が
い
な
く
て
は
存
在
し
得
な
い
。 

 

 

著
作
権
上
の
理
由
に
よ
り
、
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。 


